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文
献
紹
介
〕

富
岡
儀
八
著

日
本
の
塩
道
一
ー
そ
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
|

域
内
な
よ
び
域
間
を
結
ぶ
交
通
事
象
の
研
究
に
は
、
き
わ
め
て
多
面
的
な
考

察
が
要
請
さ
れ
る
。
そ
れ
は
自
然
条
件
、
人
々
の
移
動
、
商
品
流
通
の
み
な
ら

ず
、
地
域
の
形
成
・
再
編
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
分
野
と
の
関
連
が
深
い
か
ら
で

あ
る
。
交
通
の
歴
史
地
理
学
研
究
に
は
、
従
来
も
個
別
的
研
究
が
少
な
く
な
い

が
、
と
れ
に
関
す
る
全
国
的
視
野
か
ら
の
多
面
的
な
研
究
は
、
ま
と
と
に
乏
し

い
。
本
書
の
著
者
は
さ
き
年
「
塩
道
と
高
瀬
舟
|
陰
陽
交
通
路
の
発
達
と
都

市
の
構
造
変
化

i
」
(
一
九
七
四
)
を
な
な
や
け
に
し
た
が
、
本
書
は
前
著

K
示
し
た
交
通
地
理
研
究
の
方
法
論
の
妥
当
性
を
実
証
ぜ
ん
と
、
中
国
地
方
以

外
の
全
国
諸
地
域
に
適
用
し
、
近
世
に
な
け
る
日
本
の
内
陸
交
通
の
総
括
を
意

図
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
陸
地
域
の
塩
輸
送
を
指
標
と
す
る
全
国
的
考
察
に
は
、
田
中
啓
爾
先
生
の

「
塩
な
よ
び
魚
の
移
入
路

i

鉄
道
開
通
以
前
の
内
陸
交
通

l

」
(
一
九
五

七
)
が
わ
れ
わ
れ
の
共
有
財
産
と
J
F

よ
っ
て
い
る
が
、
本
書
は
田
中
先
生
の
そ
れ

を
補
完
す
る
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
田
中
先
生
が
間
取
り
調
査
に
主
力
を
な
い

て
追
求
ぎ
れ
た
の
に
対
し
て
、
著
者
は
文
書
・
地
図
左
ど
古
記
録
に
よ
る
実
一
証

を
主
と
し
た
点
も
注
目
を
要
す
る
。
近
世
的
交
通
体
系
が
、
地
方
げ
れ
よ
っ
て
は

現
今
の
商
圏
構
造
の
基
礎
を
形
成
し
て
い
る
と
の
実
証
に
も
、
著
者
の
意
欲
的

な
追
求
が
う
か
が
わ
れ
る
。
資
料
的
制
約
の
大
き
い
近
世
に
か
け
る
交
通
の
復

原
・
解
明
を
主
眼
に
長
年
月

k
b
よ
ぶ
全
国
的
な
現
地
調
査
、
そ
の
実
証
的
研

究
を
ふ
ま
え
た
理
論
構
成
、
い
ず
れ

K
し
て
も
ま
こ
と
に
大
変
な
労
作
か
つ
力

作
で
あ
っ
て
、

乙
の
分
野
の
研
究
水
準
を
著
し
く
向
上
ぜ
し
め
た
と
称
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

本
書
の
構
成
は
二
部
か
ら
在
る
。
第

1
部
5
章
は
、
在
来
の
内
陸
交
通
全
般

の
理
論
的
考
察
に
あ
て
ら
れ
、
塩
道
の
地
理
的
性
格
、
高
瀬
舟
交
通
の
諸
問
題
、

塩
移
送
限
界
糠
の
地
域
的
類
型
、
塩
移
送
圏
の
設
定
な
ど
を
内
容
と
す
る
。
第

2
部
6
章
は
、
塩
道
に
関
す
る
地
誌
的
な
実
証
が
中
心
で
、
北
海
道
か
ら
九
州

ま
で
ほ
ぼ
全
国
の
各
地
方
誌
を
含
ん
で
い
る
o

評
者
の
関
心
事
か
ら
す
る
と
、

塩
の
越
境
地
域
の
明
示
と
そ
の
要
因
解
明
、
内
陸
水
運
の
諸
問
題
、
近
世
的
な

塩
移
送
圏
の
問
題
な
ど
が
も
っ
と
も
興
味
深
く
教
示
さ
れ
る
と
と
ろ
が
多
い
。

塩
移
入
の
地
理
的
限
界
が
地
形
そ
心
他
の
自
然
的
境
界
?
と
合
致
す
る
事
例
ば

か
り
で
な
く
、
峠
越
え
の
別
斜
面
?
と
交
流
す
る
地
域
も
例
外
で
は
左
い
と
の
指

摘
は
重
要
で
あ
る
。
幕
藩
体
制
下
で
も
谷
口
の
市
場
・
市
街
は
、
山
地
と
平
地

と
の
間
の
商
品
流
通
の
中
核
と
在
っ
た
だ
け
で
は
な
〈
、
峠
越
え
の
隣
接
地
域

と
の
高
品
流
通
の
拠
点
と
左
っ
て
い
た
の
が
通
例
で
あ
っ
て
、
か
よ
う
左
動
向

に
汁
ず
る
障
害
は
、
政
策
的
制
約
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
塩
の
よ
う
な
嵩
高
物
資

の
移
送
で
さ
へ
、
異
左
る
方
向
か
ら
の
移
送

K
よ
る
複
合
、
交
錯
地
域
が
少
な
く

な
い
と
と
は
、
流
通
圏
検
討
の
今
後
の
課
題
に
一
石
を
投
じ
た
と
し
て
よ
い
。

34 

近
世
の
内
陸
水
還
に
関
す
る
全
国
的
展
望
は
、
ま
さ

K
著
者
の
独
壇
場
の
観

が
あ
る
。
遡
航
限
界
と
河
床
勾
配
念
よ
び
河
舟
積
載
量
と
の
関
係
、
河
川
ど
と

に
田
共
同
の
あ
る
町
内
舟
の
規
模
左
ど
、
は
左
は
だ
し
い
資
料
的
制
約
の
も
と
で
、

よ
く
と
れ
だ
け
追
求
さ
れ
た
も
の
と
敬
意
を
表
す
る
。
第
幻
図
は
全
国
的
展
望

。
要
約
で
あ
る
が
、
と
の
図
に
は
一
部
の
河
舟
航
路
の
記
入
も
れ
、
遡
航
限
界

の
中
に
も
疑
問
が
残
る
事
例
な
ど
が
あ
る
o

た
と
え
ば
、
関
東
の
荒
川
、
勢
州

の
諸
川
左
ど
は
前
者
の
事
例
で
、
御
明
神
(
北
上
川
支
流
)
中
之
条
(
刻
一
根
川
)

韮
崎
・
石
和
(
富
士
川
)
平
出
(
天
龍
川
)
な
ど
は
後
者
の
事
例
で
あ
る
。
遡



航
限
界
と
み
た
も
の
の
中

K
は
、
ど
く
短
期
間
だ
け
の
河
岸
場
と
か
筏
流
の
拠

点
と
認
め
る
べ
き
事
例
が
散
見
さ
れ
、
今
後
の
再
考
察
が
期
待
さ
れ
る
。

近
世
の
塩
移
送
圏
は
、
製
塩
地
・
陸
揚
げ
地
を
中
心
と
す
る
広
域
販
売
盟
、

中
継
地
な
ど
の
中
間
都
市
の
保
有
す
る
小
販
売
歯
と
、
全
域
的
に
は
二
重
の
圏

構
造
を
形
成
し
た
と
の
把
握
|
そ
れ
は
移
送
圏
の
規
模
、
形
態
、
そ
の
決
定

要
閣
な
よ
び
歴
史
的
意
義
な
ど
の
解
明
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
二
重
の
圏

構
造
が
果
し
て
全
域
的
と
認
め
得
る
か
否
か
は
、
念
会
疑
問
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

著
者
の
意
図
が
移
送
の
限
界
把
握

K
集
中
さ
れ
た
結
果
で
も
あ
J

ろ
う
か
、
内
陸

の
中
継
地
と
そ
れ
に
依
存
す
る
他
の
市
街
の
小
売
商
圏
な
ど
の
解
明
が
不
充
分

と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
南
信
州
へ
の
塩
移
入
は
、
中
馬
に
よ

る
足
助
か
ら
の
輸
送
依
存
で
あ
る
が
、
上
伊
那
の
各
市
場
へ
の
そ
れ
に
は
、
飯

田
の
再
中
継
も
あ
っ
た
。
北
信
州
議
口
光
寺
平
へ
の
そ
れ
は
直
江
津
経
由
で
あ
る

が
、
塩
道
と
し
て
は
北
国
街
道
よ
り
も
そ
の
他
の
脇
往
還
の
比
重
が
大
き
く
、

富
倉
峠
を
経
て
飯
山
塩
問
屋

K
中
継
さ
れ
、
さ
ら

K
善
光
寺
平
各
市
場
の
塩
小

売
薦
へ
と
い
う
の
も
常
態
で
あ
っ
た
。
な
な
と
れ
ら
脇
往
還
利
用
の
塩
移
入
の

場
合
、
問
屋
取
引
の
小
川
川
塩
、
能
登
塩
の
他
、
越
後
傘
浜
産
の
塩
(
牛
方

K
よ

る
搬
入
)
も
少
な
く
な
い
。
と
れ
ら
の
事
例
は
、
二
重
の
圏
構
造
と
い
う
よ
り

も
三
重
の
そ
れ
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
近
世

k
b
け
る
商
毘
構
造

K
関
し
て

は
、
全
国
的
左
大
商
圏
だ
け
を
み
て
も
な
な
未
解
明
と
い
う
他
な
く
、
ま
し
て

地
方
の
中
・
小
商
圏

K
つ
い
て
は
地
域
的
類
型
の
把
握

K
は
い
た
っ
て
い
左
い
。

塩
移
送
を
指
標

K
全
国
的
な
地
誌
的
考
察
は
、
と
の
分
野

K
関
す
る
大
き
な
成

果
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

近
世

k
b
け
る
塩
の
取
引
形
態

K
つ
い
て
、
消
費
者
自
身
の
出
張
買
入
れ

(
百
姓
自
分
荷
)
塩
商
人
の
行
商
・
振
り
売
り
、
移
送
業
者
(
馬
子
、
中
馬
、

の
販
売
、
塩
問
星
の
仲
間
取
引
(
駄
賃
付
け
移
送
、
高
瀬
舟
利
用
)
な

ど
を
指
摘
す
る
が
、
移
送
圏
と
と
れ
ら
と
の
関
係

K
つ
い
て
は
、
念
会
未
整
理

か
と
も
う
か
が
え
る
。
百
姓
自
分
荷
的
な
出
張
買
入
れ
が
物
々
交
換
と
い
う
形

態
だ
け
で
あ
っ
た
の
か
否
か
、
そ
れ
も
移
送
限
界
付
近
吃
け
に
限
ら
れ
る
も
の

か
否
か
、
産
地
・
中
継
地
か
ら
の
行
商
の
中
に
は
、
小
売
の
他
に
市
場
の
塩
商

人
へ
の
卸
売
形
態
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
、
と
れ
ら
の
地
域
的
類
型
の
解

明
も
今
後

K
期
待
し
よ
う
。

資
料
的
制
約
が
大
き
い
か
ら
、
全
国
の
各
地
域
を
共
時
的
に
対
比
し
考
察
す

る
と
と
は
ま
さ

K
至
難
と
い
う
他
な
い
が
、
あ
え
て
許
さ
れ
る
念
ら
ば
、
近
世

を
前
・
中
・
後
期
な
い
し
前
後
の
両
期
に
区
分
し
て
、
そ
の
聞
に
b
け
る
塩
移

送
の
地
域
的
変
動
の
有
無
な
ど
の
検
討
を
期
待
す
る
。
交
通
路
・
形
態
が
一
度

形
成
さ
れ
る
と
、
そ
の
機
能

K
何
ら
か
の
変
化
・
変
革
の
な
い
限
り
、
地
理
的

慣
性

K
よ
り
長
く
後
の
時
代
ま
で
引
き
継
が
れ
る
と
の
主
張
は
、
ま
と
と
に
首

肯
さ
れ
る
が
、
近
世
を
通
じ
て
ま
っ
た
く
変
化
が
な
か
っ
た
も
の
と
は
断
定
し

難
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら

K
ま
た
近
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
期

K
な
い
て
、
全

国
の
塩
移
送
園
田
は
ど
の
よ
う

κ変
化
し
再
編
さ
れ
た
の
か

K
つ
い
て
も
、
著
者

の
御
努
力
を
願
望
し
て
や
ま
な
い
。

(
A
5
判
、
五
一
八
頁
、

牛
方
)

一
O
図、
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二
六
表
、
古
今
書
院
、
一
九
七
八
年
)

(
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千
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・
早
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大
学
)




